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(百万円未満切捨て)

１．2019年９月期第１四半期の連結業績（2018年10月１日～2018年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年９月期第１四半期 1,954 － 196 － 196 － 129 －

2018年９月期第１四半期 － － － － － － － －
(注) 包括利益 2019年９月期第１四半期 114百万円( －％) 2018年９月期第１四半期 －百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2019年９月期第１四半期 99.27 97.40

2018年９月期第１四半期 － －
　

(注）当社は、2018年９月期第１四半期については四半期連結財務諸表を作成していないため、2018年９月期第１
　 四半期の数値及び2019年９月期第１四半期の増減率については記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2019年９月期第１四半期 8,168 2,719 33.3 2,086.36

2018年９月期 8,069 2,648 32.8 2,032.50
(参考) 自己資本 2019年９月期第１四半期 2,719百万円 2018年９月期 2,648百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年９月期 － 0.00 － 34.00 34.00

2019年９月期 －

2019年９月期(予想) 19.00 － 19.00 38.00
(注)1. 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

2. 配当予想の修正については、本日(2019年２月13日)公表致しました「配当方針の変更(中間配当の実施)及び配
当予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

３．2019年９月期の連結業績予想（2018年10月１日～2019年９月30日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 3,348 － 349 － 339 － 223 － 171.71

通期 5,882 10.4 559 3.6 540 7.1 359 9.9 275.91
(注)1. 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　2. 2018年９月期第２四半期については、四半期連結財務諸表を作成していないため、2019年９月期第２四半期
　 (累計）の対前年同四半期増減率は記載しておりません。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

(注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記
　 事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2019年９月期１Ｑ 1,303,300株 2018年９月期 1,303,300株

② 期末自己株式数 2019年９月期１Ｑ －株 2018年９月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年９月期１Ｑ 1,303,300株 2018年９月期１Ｑ －株
　

　(注）当社は、第１四半期の業績開示を2019年９月期より行っているため、2018年９月期第１四半期の期中平均
　 株式数を記載しておりません。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

　ると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。
　 また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　

決算短信（宝印刷） 2019年02月13日 11時13分 2ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



香陵住販株式会社(3495)
2019年９月期 第１四半期決算短信

○添付資料の目次

　

　

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………２

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………３

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………３

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………………５

　 四半期連結損益計算書

　 第１四半期連結累計期間 …………………………………………………………………………５

　 四半期連結包括利益計算書

　 第１四半期連結累計期間 …………………………………………………………………………６

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………７

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………７

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………７

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） …………………………………………７

（追加情報） ……………………………………………………………………………………………８

（重要な後発事象） ……………………………………………………………………………………８

　

決算短信（宝印刷） 2019年02月13日 11時13分 3ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



香陵住販株式会社(3495)
2019年９月期 第１四半期決算短信

-2-

１．当四半期決算に関する定性的情報

　 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日において判断したものであります。

なお、当社グループは、2018年９月期第３四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前

年同四半期連結累計期間との比較、分析は行っておりません。

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和政策を背景に、企業業績の向

上や雇用・所得環境の改善が進み、景気は緩やかな回復基調で推移しました。一方で、米連邦準備理事会による金利

引上げや、米中貿易摩擦の長期化懸念等、今後も世界経済への影響を注視する必要があります。

　当社が属する不動産業界においては、2018年12月の住宅着工戸数が78,364戸で、前年同月比で2.1％増となり、住

宅着工の動向は増加となっております。利用関係別にみると、前年同月比で持家、分譲住宅は増加、貸家は減少とな

っており、当社グループの主力である賃貸事業分野においても、貸家着工戸数の天井感が見受けられます。

このような状況の中、当社は、売買、賃貸、仲介事業における収益確保や賃貸管理物件の新規獲得を進めてまいり

ました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,954,576千円 、営業利益は196,662千円、経常利益は196,216千

円、親会社株主に帰属する四半期純利益は129,377千円となりました。

（２）財政状態に関する説明

(流動資産)

当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は4,015,087千円となり、前連結会計年度末と比較して

105,797千円減少となりました。これは主に、仕掛販売用不動産が106,084千円増加したものの、現金及び預金が

56,188千円及び売掛金が10,217千円、投資用不動産の販売により販売用不動産が148,245千円減少したことによるも

のであります。

(固定資産)

当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は4,153,911千円となり、前連結会計年度末と比較して

205,214千円増加となりました。 これは主に、自社賃貸用不動産購入等により建物及び構築物が132,482千円及び土

地が123,565千円増加したことによるものであります。

(流動負債)

当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は1,733,698千円となり、前連結会計年度末と比較して

420,392千円減少となりました。これは主に、短期借入金が217,500千円及び１年内返済予定の長期借入金が143,000

千円減少したことによるものであります。

(固定負債)

当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は3,716,148千円となり、前連結会計年度末と比較して

449,609千円増加となりました。これは主に、自社賃貸用不動産購入等による長期借入金が453,173千円増加したこ

とによるものであります。

（純資産)

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は2,719,152千円となり、前連結会計年度末と比較して70,198

千円増加となりました。これは主に、前連結会計年度末日を基準日とする剰余金の配当44,312千円を実施した一方、

四半期純利益129,377千円を計上したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当連結会計年度（2019年９月期)の連結業績予想につきましては、2018年11月13日公表の業績予想から変更して

おりません。

なお、2019年１月15日公表の「株式会社ＫＡＳＵＭＩＣの株式の取得(子会社化)に関するお知らせ」のとおり、

株式会社ＫＡＳＵＭＩＣが連結子会社となる影響を現在精査中であり、当該予想の修正が必要な場合には速やかに

開示する予定です。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)
前連結会計年度
(2018年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,646,128 1,589,940

売掛金 123,748 113,531

販売用不動産 672,779 524,534

仕掛販売用不動産 1,620,132 1,726,217

その他 71,400 73,581

貸倒引当金 △13,305 △12,717

流動資産合計 4,120,885 4,015,087

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 784,711 917,193

機械装置及び運搬具（純額） 1,152,600 1,118,397

土地 1,515,448 1,639,013

その他（純額） 64,724 64,171

有形固定資産合計 3,517,484 3,738,776

無形固定資産

その他 93,284 90,513

無形固定資産合計 93,284 90,513

投資その他の資産

投資有価証券 128,493 108,308

その他 220,465 229,429

貸倒引当金 △11,029 △13,116

投資その他の資産合計 337,929 324,621

固定資産合計 3,948,697 4,153,911

資産合計 8,069,582 8,168,999
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(単位：千円)
前連結会計年度
(2018年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 60,105 49,539

短期借入金 382,000 164,500

1年内返済予定の長期借入金 607,308 464,308

未払法人税等 90,205 67,388

賞与引当金 65,611 34,616

家賃保証引当金 1,578 1,654

その他 947,281 951,691

流動負債合計 2,154,090 1,733,698

固定負債

長期借入金 2,356,800 2,809,973

役員退職慰労引当金 145,521 139,034

退職給付に係る負債 123,658 128,190

その他 640,557 638,949

固定負債合計 3,266,538 3,716,148

負債合計 5,420,628 5,449,846

純資産の部

株主資本

資本金 345,364 345,364

資本剰余金 246,564 246,564

利益剰余金 2,000,691 2,085,756

株主資本合計 2,592,620 2,677,686

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 56,334 41,466

その他の包括利益累計額合計 56,334 41,466

純資産合計 2,648,954 2,719,152

負債純資産合計 8,069,582 8,168,999
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

(四半期連結損益計算書)

(第１四半期連結累計期間)

(単位：千円)
当第１四半期連結累計期間

(自 2018年10月１日
　至 2018年12月31日)

売上高 1,954,576

売上原価 1,225,077

売上総利益 729,498

販売費及び一般管理費 532,836

営業利益 196,662

営業外収益

受取配当金 602

受取手数料 1,025

受取保険金 5,200

その他 671

営業外収益合計 7,500

営業外費用

支払利息 6,668

その他 1,277

営業外費用合計 7,945

経常利益 196,216

税金等調整前四半期純利益 196,216

法人税等 66,838

四半期純利益 129,377

親会社株主に帰属する四半期純利益 129,377
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(四半期連結包括利益計算書)

(第１四半期連結累計期間)

(単位：千円)
当第１四半期連結累計期間

(自 2018年10月１日
　至 2018年12月31日)

四半期純利益 129,377

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △14,867

その他の包括利益合計 △14,867

四半期包括利益 114,510

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 114,510

決算短信（宝印刷） 2019年02月13日 11時13分 8ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



香陵住販株式会社(3495)
2019年９月期 第１四半期決算短信

-7-

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

　用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（追加情報）

　 （「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を当第１四半期連

　 結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

（重要な後発事象）

取得による企業結合

当社は2019年１月15日開催の取締役会において、株式会社ＫＡＳＵＭＩＣの株式を取得し子会社化するこ

とを決議し、2019年１月17日付で株式譲渡契約を締結し、2019年３月１日に対象となる株式を取得する予定

です。

(１)企業結合の概要

　①被取得企業の名称及び事業の内容

　 被取得企業の名称 株式会社ＫＡＳＵＭＩＣ

　 事業の内容 不動産売買仲介、賃貸物件の斡旋・仲介・管理他

　②企業結合を行う主な理由

株式会社ＫＡＳＵＭＩＣは茨城県つくば市、土浦市、牛久市及び千葉県柏市に４店舗を展開する不動産会

社です。当社は、賃貸管理戸数の拡大及び、茨城県つくばエリアでの店舗展開の強化と茨城県土浦市への出

店を今後の事業戦略と位置付けておりました。茨城県南において拠点網の拡大による賃貸管理戸数の拡大と

ドミナント展開による不動産の売買、賃貸、仲介、管理のシナジー効果が期待されることから、株式取得を

決定致しました。

　③企業結合日

　 2019年３月１日

　④企業結合の法的形式

　 株式取得

　⑤結合後企業の名称

　 株式会社ＫＡＳＵＭＩＣ

　⑥取得する議決権比率

　 100％

　⑦取得企業を決定するに至る主な根拠

　 当社が現金を対価とする株式取得により議決権の100％を取得することによるものです。

(２）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

　 取得の対価 現金 310,000千円

取得原価 310,000千円

（３）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

　 現時点では確定しておりません。

　 （４）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。
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